
凍結が予想される際は、凍結予防
を行う
陶器や器具が破損してけがをしたり、水漏れして家財
などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。

大量の砂や泥などが付いたものを洗
う際は、事前に砂や泥を落とす
排水管に砂や泥が詰まり、水があふれて家財などを
ぬらす財産損害発生のおそれがあります。

凍結予防について
ボウル内に水を溜めない状態で水栓から1分間に
約400ml(牛乳びん約2本分)の水を流し放しするなど。
※気温・室温が-10℃以下になる場合は通水部
　の水抜きをすることをおすすめします。

つけおき洗いで漂白剤を使用すると
きは、バケツなどを利用する
ゴム栓が劣化し水を溜めることができなくなったり、
排水金具が傷み水漏れして家財などをぬらす財産損
害発生のおそれがあります。
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